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次世代を　担う　　　
ほくさいの　若手農業者

─ 前編 ─

矢
や

澤
ざ わ

　勇
ゆ う

人
と

 さん（29）

福
ふ く

島
し ま

　優
ゆ う

太
た

 さん（30）

①花きを栽培する父の背中を見て育

ち、後を継ぐことを決意。農業の専

門学校を経て就農しました。

②就農１年目の山上げ※。それまでの

「手伝い」とは違って一通りの作業

をこなすのが大変でした。（※夏の間高
冷地に花苗を移して栽培すること）

③市場から高い評価を受けたこと。ま

た、友人や親せきなどに花を贈ると

お互いに笑顔になれることができ、

「花農家でよかった」と思います。

④花き農家同士での旅行や飲み会

⑤栽培技術を磨き、市場やお客さまか

らさらに良い評価をいただけるよう

にしたい。主力品種のカランコエを

広めたい。

⑥これからも花の一大名産地「川里」

を支えて欲しい。

①高校の教師に勧められ農業大学校に入
学。在学中に農業の楽しさを知りまし
た。祖父母は50年以上続けるブドウ
農家。一緒に農園を守りたいと就農し
ました。
②毎年のことながら、春の農繁期はさま
ざまな作業がたてこみます。また、家
族での経営はそれぞれの意見が食い違
うこともしばしば。大変だなと思いま
す。
③よいブドウが収穫でき、それを食べた
お客さまが「美味しい」と言ってくれ
たとき。
④実はインドア派。仕事が休みの時は家
でゲームをしています。今後は少し遠
くに旅行することを検討中です。
⑤ブドウの棚を新しくしたり、品種を増
やしたりしたいです。また少しずつ規
模拡大もできたらと思っています。
⑥農業を取り巻く環境は日々変化してい
ます。それに一喜一憂するつもりはあ
りませんが、そういった情報を小まめ
に提供していただきたいです。

平成21年就
農。花き約１㌶（カ
ランコエを通年、
マリーゴールドな
ど）を栽培

平成21年就農。

ブドウ40㌃・水稲２

㌶を栽培

師匠であり、上
司でもある父の
豊さんと

育てるブドウは
巨峰とシャイン
マスカット

川　里

加　須

カ
ラ
ン
コ
エ
を

広
め
た
い

祖
父
母
の

ブ
ド
ウ
園
を
守
る
！

①就農のきっかけ　②この仕事で大変なこと・

これまでに一番大変だったこと　③この仕事を

していて良かったと思うこと　④趣味　⑤今後

の目標・夢　⑥ＪＡに期待すること

❷



ほくさい地域の農業
男子を２号連続で
ご紹介します！

次世代を　担う　　　
ほくさいの　若手農業者

江
え

原
は ら

　淳
あ つ

哲
の り

 さん（45）

仲
な か

山
や ま

　賢
ま さ

樹
き

 さん（31）

①学生の頃、定年退職後にイチゴ栽培
を始めたばかりの父に誘われまし
た。

②イチゴの栽培を始めた当初は家族中
だれも農業の知識がなく、分からな
い事ばかりでした。

③お客さまから「美味しかった」との
声をいただけると頑張ってきてよ
かったと思います。近隣の直売所に
も出荷しており、高評価をいただい
ています。

④最近バイクに乗り始めました。農作
業が落ち着いた日には県内にツーリ
ングに出かけます。

⑤観光イチゴ園を開いていますが、知
名度はまだまだこれからです。もっ
と大きくして広く知られる農園にし
たいです。

⑥大利根にはＪＡの直売所がありませ
ん。販売とＰＲの機会を増やして欲
しいです。

①キュウリ農家の両親のもとで育ちまし
た。高校卒業後、留学。その後国内外
でサラリーマンをしていましたが、父
が３年前に突然他界。父の畑を守り、
また子供たち（小学校１年生の双子）
を私が育ったのと同じような環境で育
てたいと考え就農しました。

②日々の積み重ねが全ての結果に繋がる
こと。キュウリの成長は止められない
ため、きちんと段取りを組んで作業し
ないといけないと学びました。

③美味しいという言葉をいただけた時が
何よりの喜びです。その反面、これか
らも消費者をがっかりさせないものを
作らなければと気持ちが引き締まりま
す。

④音楽・料理・旅行・読書

⑤キュウリ作りはなかなか自分のイメー
ジしたようには運びません。そこが面
白いところでもあります。もっと勉強
し安定経営を目指します。

⑥常にともに歩んでいけるパートナーで
あって欲しいです。

令和２年就農。
キュウリ18㌃（越
冬・無加温の２作

型）

平成25年就農。
イチジク20㌃・イチ
ゴ20㌃・水稲１㌶を

栽培 多彩な品種を
栽培する観光
イチゴ園

ともに農業に励
む奥さまと

大利根

羽　生

父
と
ゼ
ロ
か
ら
の

農
園
経
営

思
い
通
り
に
な
ら
な
い

と
こ
ろ
が
面
白
い
！

❸



　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

11
月
２
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

理
事
会
か
ら

９
月
28
日
の
主
な
議
案

①
内
部
監
査
の
品
質
評
価
実
施
要

領（
別
紙
）の
一
部
変
更
に
つ
い

て
②
総
代
選
挙
に
か
か
る
選
挙
管
理

者
等
の
決
議
に
つ
い
て

③
行
田
給
油
所
洗
車
機
の
更
新
に

つ
い
て

税
務
法
律
相
談

11
月
２
日
に
行
田
中
央
支
店
で
開
催

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご相談
については、ＪＡほくさいか農業委
員会または農業者年金基金にお問
い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

樹木の伐採・枝の剪定など
お任せ下さい！！

お申込・お問合せはＪＡほくさい支店窓口へ

秋のイベント
中止のお知らせ

　作業は埼玉県内の森林を伐採している熟練作業
員で構成する「NPO法人 森

も

林
り

の営み」が行
いますので安心・格安です！
　難しい伐採作業や抜根・整地作業なども特殊技
能を持つ作業員が全て対応できます。
　現地を拝見して、見積後にご納得いただいた上
で作業に取り掛かりますので安心してお任せ下さ
い。お見積りは、もちろん無料です！

　新型コロナウイルスの影響により、令和２年
秋（例年10月下旬～12月上旬に開催）に予定
されていた下記イベントの中止が決定していま
す。
　詳細については各基幹支店にお問い合わせく
ださい。

　新型コロナウイルス感染拡大を受けて、毎年

１月に実施しております日帰りバスツアー「成
田山新春初詣2021」の販売を中止
することといたしました。

　代替といたしまして、「成田山新勝寺
御護摩札」を申し受けいたします。
ご希望の方は各支店窓口にお申し出ください。

　また、埼玉県やＪＡグループさいたまなどが

主催する「彩の国食と農林業ドリームフェ
スタ」の中止も決定しています。

作業前 作業後

事例　施工場所：行田市内

基幹支店 イベント名

行 田 中 央 行田農業まつり

川 里 中 央 かわさとフェスティバル

羽 生 中 央 羽生市農業まつり

加 須 中 央 加須地域農業まつり

騎 西 中 央
銀杏祭

ＪＡ秋の収穫祭

北 川 辺 北川辺ふるさと秋まつり
産業祭

大利根中央 加須市童謡の
ふる里おおとね市民まつり

成田山新勝寺
御護摩札受付のご案内

❹



【行田市内物件】
資産管理行田営業所　☎048-556-1171
※アパート仲介業務のみ

【羽生市内物件】
経済部資産管理課　　☎048-563-3000

【加須市内物件】
資産管理加須営業所　☎0480-61-0905

お問い合わせ先

物件情報は右記ＱＲコードから当組合
ＨＰにアクセスしてご覧ください。

　「農協葬祭」はＪＡほくさいとは一切関係
ございません。
　お間違えのないよう十分ご注意ください。

─ 新築・購入・リフォーム・
お借換え資金のご相談は ─

住宅ローン
JAの

ローンセンター（☎048-560-
5200）は毎週土曜日も営業（９
時～16時）しています。

©よりぞう

　ＪＡの葬祭に名前が類似
する葬儀会社「農協葬祭」
にご葬儀を依頼してしまう
事案が発生しております。

ご注意ください！

（遅くとも１０月下旬までに）

稲わらのすき込みは収穫後できるだけ早く行いましょう

☆生育障害を軽減☆
　土壌微生物は地温が１５度以上で
活動が活発になります。早期にすき
込むことで稲わらの土壌分解が促進
され、春先に行うよりもワキ（硫化
水素やメタンガス）の発生が抑えら
れ、根腐れなどの生育障害を軽減す
ることができます。

☆雑草や病害虫を予防☆
　クログワイやオモダカなどの厄介な水田雑草の
塊茎を土壌表面に露出させることにより、冬の低
温や乾燥で死滅させる効果が期待できます。
　また、ヒメトビウンカやカメムシ類の害虫越冬
場所の稲株をなくしたり、スクミリンゴカイ（ジャ
ンボタニシ）の貝を粉砕したりする効果も期待で
きます。

入居者様
募集中

ＪＡ賃貸アパート

※詳しい内容は当組合ホームページをご覧ください。

❺



 
ＪＡ共済にご加入のみなさまへ 

❻



【ＪＡの自動車共済における農耕作業用小型・大型特殊自動車とは】

2020年4月現在

※1　対物賠償は、対物超過修理費用保障が含まれております。

※2　対物超過修理費用保障は、相手自動車１台につき50万円が限度となります。

※3　傷害定額給付（標準型・被共済者限定無）の試算となります。

【留意事項】 ご加入の際には農業機械の種類・型式名・製造番号が必要になります。
農耕作業用小型特殊自動車の中には、大型特殊免許（農耕車限定）が必要なものもあります。

※引受条件等については、別途、ご確認ください。
※乗車用構造装置がない歩行型テイラー等のものは、傷害定額給付を付加する場合、
　支払に一部制限がございますので、詳細については別途、ご確認ください。

※この資料は概要を説明したものです。詳細については、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および
　 「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

【登録番号　20119990006】

車両
300万円

車両
400万円

掛金合計（一時払）
（共済期間：12か月）

56,100円
48,930円
41,770円

免責
（1万円）

車両
200万円

1,000万円 標準型

200万円 免責
（1万円）

車両 300万円 免責
（1万円）

400万円

【契約例】農耕作業用小型特殊自動車（新規（６Ｄ等級 事故有点数適用期間：0年）の場合）

農耕作業用

34,940円
42,100円
49,270円

2,220円

排気量

制限なし 制限なし

最高速度

35Km未満小型特殊自動車 制限なし

対人賠償 無制限

高さ

1,300円
3,310円

保障金額 新規

用途･車種

（小型特殊自動車の規格を超えるもの）

自動車の大きさ

★農機具事故に備えて★

傷害定額給付

対物賠償 無制限 免責
（0万円）

保障内容

長さ 幅

制限なし

大型特殊自動車

ＪＡの自動車共済への加入をお勧めします。

◎最高速度 時速35km未満のトラクターやテイラー等の農耕作業用自動車は自賠責
共済に加入できず、万一事故の場合、事故による賠償金額は全額個人負担となり
ますので､自動車共済への加入をお勧めします。

※1
※2

※3

❼



農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

令
和
３
年
産
麦
類

初
期
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

令
和
２
年
産
の
麦
は
、
11
月
の

ま
と
ま
っ
た
降
雨
に
よ
り
湿
害
や

播
き
直
し
た
ほ
場
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
生
育
期
間
中
の
気
温
の
変

動
が
大
き
く
、
遅
れ
穂
が
発
生
し
、

品
質
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
収
量

は
平
年
よ
り
や
や
低
収
と
な
り
ま

し
た
。

　

麦
の
栽
培
基
本
技
術
を
励
行
し
、

高
品
質
・
安
定
生
産
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

一　
排
水
対
策
・
出
芽
の
安
定

　

収
量
低
下
の
要
因
と
な
る
湿
害

を
防
ぐ
た
め
、
弾
丸
暗
渠
や
排
水

溝
（
明
渠
）
を
設
置
し
ま
す
。
排

水
溝
は
、
ほ
場
周
囲
と
ほ
場
内
に

５
～
10
ｍ
間
隔
に
設
置
し
、
外
部

の
排
水
路
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

出
芽
・
苗
立
ち
を
安
定
さ
せ
る
た

め
、
砕
土
を
丁
寧
に
行
い
、
多
湿

状
態
で
の
耕
う
ん
は
避
け
ま
す
。

二　
適
期
・
適
量
は
種
（
表
１
）

　

作
柄
の
安
定
の
た
め
、
は
種
適

期
を
守
り
、
薄
播
き
を
心
が
け
ま

す
。
適
期
外
の
は
種
は
病
虫
害
が

発
生
し
や
す
く
、
早
播
き
で
は
凍

霜
害
の
危
険
性
が
高
ま
り
、
暖
冬

年
で
は
後
期
凋
落
型
の
生
育
に
な

り
、
減
収
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
や
む
を
得
ず
、
は
種
が
適
期

よ
り
遅
く
な
る
場
合
に
は
、
は
種

量
を
１
～
２
割
増
や
し
ま
す
。

　

遅
播
き
で
発
生
し
や
す
い
コ
ム

ギ
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
や
オ
オ
ム
ギ

斑
葉
病
の
防
除
の
た
め
、
ベ
ン
レ

ー
ト
Ｔ
コ
ー
ト
を
乾
燥
種
子
重
量

の
0
・
5
％
（
種
子
10
㎏
に
対
し

50
ｇ
）
種
子
粉
衣
す
る
等
、
種
子

消
毒
を
行
い
ま
す
。

　

は
種
直
後
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨

は
湿
害
の
原
因
と
な
る
の
で
、
天

気
予
報
を
確
認
し
、
条
件
の
良
い

タ
イ
ミ
ン
グ
を
選
ん
で
、
は
種
作

業
を
行
い
ま
す
。

　

深
播
き
は
苗
立
ち
の
低
下
や
生

育
の
遅
れ
の
原
因
に
な
る
の
で
避

け
ま
す
。

三　
適
正
施
肥
（
表
２
）

　

収
量
・
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、

適
正
な
施
肥
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
が
酸
性
に
傾
い
て
い
る
ほ
場

は
石
灰
質
肥
料
を
施
用
し
て
p
H

を
調
整
し
ま
す
。
地
力
が
低
い
ほ

場
は
、
堆
肥
を
施
用
す
る
な
ど
、
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農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

表１ は種期・は種量（ドリル播き）

麦種 は種期 10a当たり
は種量

は種
深度

小麦 11/10〜25 8㎏

3㎝
程度

二条
大麦

11/5〜20
5〜6㎏

六条
大麦 5〜6㎏

表２ 施肥基準（水田作・ドリル播き）施用量：10a当たり

麦種 品　種 基肥施用量 追　　肥
施用時期 施 用 量

小麦 あやひかり
化成肥料
14-14-14
60㎏

3/上〜中
（茎立期）

硫安
10㎏

二条
大麦 彩の星

化成肥料
14-14-14
50㎏

2/上〜中 硫安
上限10㎏

六条
大麦 すずかぜ

化成肥料
14-14-14
50㎏

2/中〜下 硫安
10㎏

表３ 雑草防除（適用雑草：一年生雑草）
除草剤名 使用時期 使用方法 使用量/10a 散布液量/10a 本剤使用回数

クリアターン乳剤 は種直後（雑草発生前） 全面土壌散布 500〜700ml 70〜100L １回
クリアターン細粒剤F は種直後（雑草発生前） 全面土壌散布 4〜5㎏ － １回
ムギレンジャー乳剤 は種後出芽前（雑草発生前） 全面土壌散布 300〜600ml 50〜100L １回

トレファノサイド乳剤※ は種後出芽前（雑草発生前） 全面土壌散布 200〜300ml 100L ２回以内
トレファノサイド粒剤2.5※ は種後出芽前 全面土壌散布 4〜5㎏ － ２回以内

ボクサー は種後〜麦２葉期（雑草発
生前〜発生始期）

雑草茎葉散布又
は全面土壌散布 400〜500ml 大麦 70〜100L ２回以内小麦 50〜100L

リベレーターフロアブル は種後〜麦３葉期（雑草発生
前〜イネ科雑草１葉期まで）

雑草茎葉散布又
は全面土壌散布 60〜80ml 100L １回

※ツユクサ科、カヤツリグサ科、キク科、アブラナ科を除く

❽



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

大野知事に米の検査結果を報告
　ＪＡは、９月１日に大塚宏組合長らが埼玉県庁を

訪れ、大野元裕知事に新米コシヒカリを贈呈すると

ともに、８月３１日に北川辺支店で行った米の農産

物検査の結果を報告しました。

　大塚組合長は「猛暑による品質の低下を心配して

おりましたが、おかげさまでコシヒカリは１等が９

割。ぜひ味わってください。」と手渡しました。大

野知事は「新型コロナウイルスの感染が広まって以

降、悪いニュースばかり。久しぶりに良い知らせを

聞きました。農家の苦労が報われて何よりです。」

と喜んでいました。

　また、この後テレ玉の取材を受けた大塚組合長。

インタビューでは「北川辺のコシヒカリは県を代表

するお米。県民の皆さんもたくさん召し上がってく

ださい。」とＰＲしました。

　そしてこの様子は、知事との会談の映像とともに

同日夕方の「ＮＥＷＳ５４５」の番組の中で放送さ

れました。

再開！ 年金相談会
　ＪＡは新型コロナウイルスの影響で中止していた年金相談

会を８月２２日から再開しました。参加者はアクリル板越し

に社会保険労務士と面談しました。

　この日会場となったのは加須中央・騎西中央・北川辺・大

利根中央の４支店。合計３２名が相談に訪れました。今年度

は４月と６月にも行う予定でしたが、参加者の安全に配慮し

見合わせていました。

　大利根中央支店の会場で繰り上げ受給について相談した女

性は「待ちかねた相談会。自分に最適な方法を教えていただ

けた。」とうれしそうに話していました。

　ＪＡでは、このほか手のアルコール消毒やマスクの着用を呼びかけながら今後の相談会を行っていく予定です。

大野知事（左から２人目）に新米を手渡す大塚組
合長（同３人目）と坂本富雄県中央会会長（同１
人目）、吉田岳雄常務（同４人目）

テレ玉の取材に応える大塚組合長

年 金
談相 会

日時 会場

10月17日 土

９
時
～
15
時

行田中央支店・川里
中央支店・羽生中央
支店

12月19日 土
加須中央支店・騎西
中央支店・北川辺支
店・大利根中央支店

２月20日 土
行田中央支店・川里
中央支店・羽生中央
支店

※�新型コロナウイルスの感染拡大の状況に
よっては、中止もしくは延期とさせてい
ただく場合がございますので、予めご了
承ください。

相談会は予約制です。ご希望の方は事前に
最寄りの支店窓口にお申し込みください。©よりぞう

無料

❾



米の農産物検査スタート
　８月３１日からＪＡ北川辺支店の集荷場で、令和２

年産コシヒカリの農産物検査が始まりました。

　初検査には、生産者約３０名のほか地元選出の議員

や行政、ＪＡ役職員らが立ち会いました。

　検査に先立ち、野中厚衆議院議員は「コロナの影響

が米の価格に表れてくるのは今年よりも来年。ＪＡと

協力し米価の維持に力を尽くしていきたい。」と抱負

を述べました。また、ＪＡの大塚宏組合長は「無事初

検査を迎えられたことをうれしく思います。今後も地

域農業の発展と農業者の所得向上に尽力していきた

い。」と挨拶しました。

　初日に検査したのは紙袋３,０７７袋（１袋３０㌔）

とフレコン２９本（１本１,０２０㌔）の約１２２㌧。

農産物検査員の資格をもったＪＡ職員１５名が整粒の

割合や品質などを確認し、等級をつけていきました。

川里農業青年会議所から
花の寄せ植えをいただきました

　ＪＡ本店と川里中央支店は、川里農業青年会議所から花の寄せ植えをい

ただきました。

　本店には８月２５日に横山貴則会長が持参してくださり「新型コロナウ

イルスの感染拡大が伝えられてからストレスや不安が溜まる一方です。来

店される方だけでなく、職員の皆さんにも花を眺めることで癒しのひと時

を持ってもらえれば。」とＪＡの大塚宏組合長に手渡しました。

　植えられた花は日々草やエキナセア、マリーゴールドなど５種類。色彩

豊かな鉢植えは１０月いっぱいまで楽しめるそうです。

女性部でマスク作り ～西・志多見支部～
　女性部西・志多見支部（榎本春江部長）は、８月２８日にＪＡ加須

西支店で手作りマスクの講習会を行いました。

　支部では新型コロナウイルスの影響により４月以降活動を自粛して

いましたが「時節に見合った活動で親睦を深めたい。」と、アルコー

ル消毒液を準備したり、ソーシャルディスタンスを呼び掛けたりする

などして集まりました。

　参加したのは１１名。趣味でマスク作りを行っている部員が講師に

なり、「家の光」７月号などを参考にしながら持ち寄った好みの生地

で作成しました。

　花柄のマスクを完成させた秋山淳子副部長は「皆で作ることでコツ

をつかむことができた。家に帰ったら家族の分も作りたい。」とうれ

しそうに話していました。

品質を確認する農産物検査員

野中衆議院議員

大塚組合長

寄せ植えを大塚組合長㊨に
手渡す横山会長

マスクを縫う榎本部長㊧と秋山副部長

いろとりどりのマスクが出来あがりました

�



農産物直売所で新米コシヒカリ大特価セール
　ＪＡは９月３日から１０日まで、管内５

店舗の農産物直売所で「新米コシヒカリ大

特価セール」を開きました。

　例年このイベントは、９月上旬の週末の

２日間に限って行っていましたが、今年は

新型コロナウイルスの感染拡大防止に配慮

し、密を避けるため日程を長くとって開催

しました。

　この８日間の５店舗で売り上げた新米は

約１４㌧。購入した玄米はその場で精米し

て持ち帰るだけでなく、親戚や知人にも届

けたいと宅配を希望するお客さまも多く来

店されました。

大塚組合長、山上げの農家を訪問
　８月２７日にＪＡの大塚宏組合長らが日光市の戦場ヶ原を訪れ、山上げ真っ最中の花き農家と面談しました。

　「山上げ」とは夏から秋にかけて栽培する花苗を平地から高冷地に移して管理する方法で、川里地区の花き農

家の多くが毎年行っています。昨シーズンの山上げ中には、台風１９号による土石流が発生し、数多くの花苗が

下敷きになりました。

　大塚組合長らは川里花き出荷協議会の小河原一雄会長ら４軒の農家のほ場をまわり、それぞれと対談しました。

　内川雅規さんの畑には、

まだ隅に土砂の山が残る状

態。昨年の被害状況のほか、

今シーズンは梅雨の間雨が

多く栽培管理に苦労したこ

と、今作の生育は順調であ

る旨などが伝えられました。
大塚組合長㊨らを案内する小河原会長（左
から３人目）

大塚組合長㊨に今年の作柄を話す内川さん

行田農産物直売所

羽生農産物直売所

北川辺農産物直売所

新米販売中
ＪＡほくさい管内にお住いの方には

令和
２年
産各支店

窓口で

お申込み・お問合せは各支店窓口へ

いたします
埼玉県産・彩のかがやき

精米５㌔
埼玉県産・コシヒカリ

精米５㌔

配
送
料

ご自宅に
無料でお届け
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身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

加須市大越昆虫館
加須市大越2688

開館：土曜・日曜・祝日・県民の日（11/14）
いずれも10時～16時　入場無料
http://saitama-konchu.jp

　県内を中心とした昆虫愛好家が集まる「埼玉昆虫談話
会」によって、昨年５月に開設されました。
　約16坪と小さいながらも、会員らが寄贈した約10万
点の標本などが収蔵されています。緑色に輝く県の蝶「ミ
ドリシジミ」のほか、日本各地のクワガタムシ、また世
界最大のカブトムシ「ヘラクレスオオカブト」など世界
中の昆虫の魅力を堪能することができます。
　月一回のペースで昆虫採集や標本作りなどのワーク
ショップも開かれており、緑豊かな木々の中親子で自然
や命の尊さを学ぶことができます。

身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見
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JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

　

と
も
に
81
才
に
な
っ
た
父
母
は

心
身
と
も
に
健
康
な
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
相
続
の
法
律
が
変
わ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
改
正
で
す

か
、
我
が
家
も
相
続
対
策
を
始
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

対
策
が
有
効
で
す
か
。

※
８
月
号
か
ら
の
つ
づ
き
で
す
。

遺
言
書
は
相
続
の
三
種
の
神
器

　

相
続
を
経
験
し
た
人
た
ち
は
、
遺

言
書
の
必
要
性
を
認
め
て
い
ま
す
。

遺
言
書
は
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
被

相
続
人
の
思
い
を
貫
く
こ
と
は
で
き

る
。
相
続
人
に
勧
め
ら
れ
て
書
く
こ

と
が
多
く
、
も
め
ご
と
の
種
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
遺
言
が
な
い
と
、

協
議
を
重
ね
る
も
決
め
手
を
欠
き
、

寄
与
分
も
期
待
度
も
反
映
さ
れ
な
い

「
均
分
」
と
い
う
結
果
に
な
り
か
ね

な
い
。
今
や
遺
言
は
、
養
子
縁
組
や

贈
与
、
共
済
な
ど
と
と
も
に
相
続
対

策
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

贈
与
や
遺
言
に
は
遺
留
分
が
あ
る

　

生
前
贈
与
や
遺
言
は
、
被
相
続
人

の
考
え
ど
お
り
に
特
定
の
相
続
人
に

財
産
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
遺
言
書
の
存
在
が
わ
か
る
と
、

誰
に
書
い
て
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
内

容
か
な
ど
と
詮
索
を
め
ぐ
ら
し
動
揺

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
不
公

平
感
を
感
じ
る
と
、
遺
留
分
を
請
求

す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

相
続
財
産
そ
の
も
の
を
返
還
し
て
も

よ
か
っ
た
が
、
令
和
元
年
７
月
１
日

以
降
の
相
続
か
ら
は
、
遺
留
分
の
侵

害
額
を
現
金
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
人
の
相
続
人
に
「
す

べ
て
を
相
続
さ
せ
る
」
と
す
る
遺
言

は
見
直
す
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

侵
害
額
を
ど
の
よ
う
に
支
払
う
か

　

請
求
者
と
の
合
意
に
よ
っ
て
、
現

金
で
な
く
土
地
で
返
還
す
る
場
合
は
、

時
価
額
で
土
地
を
譲
渡
し
た
も
の
と

し
て
譲
渡
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

侵
害
額
を
支
払
う
た
め
に
土
地
を
売

却
す
る
場
合
は
、
譲
渡
税
の
ほ
か
に

譲
渡
費
用
が
か
か
る
の
で
、
侵
害
額

の
お
よ
そ
１
．３
倍
の
土
地
を
あ
て

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
遺
産
分
割
協

議
に
よ
っ
て
侵
害
額
に
相
当
す
る
土

地
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

財
産
の
構
成
に
よ
っ
て
は
遺
言
の
効

果
が
半
減
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

生
前
に
換
金
し
て
お
く
か
、
各
相
続

人
に
必
要
な
遺
言
を
書
く
か
、
生
前

に
贈
与
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で

す
。

侵
害
額
の
授
受
と
相
続
税

　

相
続
税
の
申
告
期
限
内
に
侵
害
額

の
授
受
が
あ
っ
た
場
合
は
、
各
相
続

人
が
取
得
し
た
遺
産
額
に
応
じ
て
相

続
税
を
申
告
す
れ
ば
よ
く
、
申
告
納

税
し
た
あ
と
で
侵
害
額
の
返
還
が
行

わ
れ
た
場
合
は
、
受
遺
者
は
返
還
し

た
侵
害
額
に
対
応
す
る
相
続
税
の
還

付
を
請
求
し
、
侵
害
額
の
請
求
者
は
、

侵
害
額
が
確
定
し
た
日
の
翌
日
か
ら

４
ケ
月
以
内
に
、
修
正
申
告
書
ま
た

は
期
限
後
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
加
算
税

や
延
滞
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

双
方
が
侵
害
額
の
授
受
に
つ
い
て
修

正
申
告
も
更
正
の
請
求
も
し
な
い
こ

と
が
で
き
ま
す
。

特
別
寄
与
料
の
請
求

　

老
後
は
誰
に
面
倒
を
見
て
も
ら
う

か
、
誰
が
こ
の
跡
を
継
い
で
く
れ
る

の
か
な
ど
の
課
題
を
承
知
す
る
も
、

養
子
縁
組
は
も
と
よ
り
遺
言
も
失
念

し
た
ま
ま
、
子
の
配
偶
者
、
兄
弟
や

甥
・
姪
、
い
と
こ
な
ど
相
続
人
以
外

の
親
族
の
世
話
に
な
り
、
何
の
報
い

も
し
な
い
で
相
続
を
迎
え
て
し
ま
う

も
の
。
そ
こ
で
、
令
和
元
年
７
月
１

日
以
降
の
相
続
か
ら
は
法
定
相
続
人

以
外
の
親
族
が
被
相
続
人
の
療
養
看

護
に
無
償
で
努
め
た
場
合
は
、
相
続

人
に
対
し
て
金
銭
に
よ
る
寄
与
料
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
行

で
は
、
法
定
相
続
人
が
被
相
続
人
の

療
養
看
護
に
著
し
く
寄
与
し
た
場
合

は
、
寄
与
分
を
請
求
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

寄
与
料
と
相
続
税
の
申
告

　

寄
与
料
の
額
が
確
定
し
た
場
合
は
、

寄
与
者
が
寄
与
料
の
額
に
相
当
す
る

金
銭
を
被
相
続
人
か
ら
遺
贈
に
よ
っ

て
取
得
し
た
も
の
と
し
て
、
相
続
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
寄
与
料
の
額
が

確
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に

相
続
税
の
申
告
義
務
が
生
じ
た
者
は
、

寄
与
料
の
額
が
確
定
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
10
ケ
月
以
内
に
相
続

税
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申

告
期
限
内
に
寄
与
料
を
支
払
っ
た
相

続
人
は
、
相
続
税
の
課
税
価
格
か
ら

寄
与
料
の
額
を
控
除
し
ま
す
。
申
告

期
限
後
に
寄
与
料
が
決
ま
っ
た
場
合

は
、
す
で
に
申
告
し
た
相
続
税
の
課

税
価
格
か
ら
支
払
っ
た
寄
与
料
の
額

を
控
除
し
て
、
更
正
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
続
預
貯
金
の
仮
払
制
度

　

当
面
の
生
活
費
や
お
葬
式
費
用
、

借
入
金
の
返
済
の
た
め
に
被
相
続
人

の
預
貯
金
を
払
い
戻
そ
う
と
し
て
も
、

相
続
人
全
員
の
合
意
が
な
け
れ
ば
単

独
で
払
い
戻
し
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
令
和
元
年

７
月
１
日
以
降
の
相
続
手
続
き
に
お

い
て
遺
産
分
割
の
審
判
や
調
停
が
申

し
立
て
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
裁
判

所
の
判
断
で
必
要
な
額
の
全
部
又
は

一
部
を
仮
に
払
い
戻
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
仮
に
払
い

戻
し
た
預
貯
金
は
、
後
日
改
め
て
遺

産
分
割
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
ら
留

意
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
裁
判
所
の

判
断
を
得
な
く
て
も
、
各
相
続
人
は

預
貯
金
残
高
の
３
分
の
１
か
つ
法
定

相
続
分
ま
で
（
金
融
機
関
ご
と
に
上

限
１
５
０
万
円
ま
で
）
を
遺
産
の
一

部
分
割
と
し
て
払
い
戻
し
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

預
貯
金
の
生
前
払
い
戻
し

　

相
続
人
は
、
相
続
を
予
知
す
る
と

預
貯
金
を
必
要
以
上
に
払
い
戻
し
て

本
番
に
備
え
る
こ
と
が
多
く
、
遺
産

分
割
の
や
り
直
し
や
税
務
調
査
の
動

機
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
が

現
金
に
な
っ
た
だ
け
で
相
続
財
産
の

額
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。
相
続
税

の
申
告
や
分
割
協
議
の
場
で
は
、
そ

の
使
途
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
仮
払
制
度
に
よ
っ
て
、
納
税

資
金
が
不
足
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
か
ら
、
相
続
時
に
確
か
に
支
払

わ
れ
る
共
済
金
を
準
備
す
る
な
ど
の

対
応
が
必
要
で
す
。

相
続
法
の
改
正
で
相
続
対
策
は

ど
う
変
わ
り
ま
す
か

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
匂
い
マ
ツ
タ
ケ
、
味
―
―
。
お
い

し
い
き
の
こ
で
す

❷
日
が
暮
れ
て
す
ぐ
の
頃

❸
晴
れ
た
日
に
は
か
ど
り
や
す
い
家

事❹
―
―
油
を
付
け
て
日
本
髪
を
整
え

た❺
世
界
遺
産
の
一
つ
、
―
―
古
道

❾
千
葉
県
に
あ
る
市
。
大
き
な
国
際

空
港
が
あ
り
ま
す

⓫
運
動
会
の
競
技
の
一
つ

⓬
配
偶
者
の
こ
と
で
す

⓭
徳
川
家
の
家
紋
に
使
わ
れ
て
い
る

植
物

⓯
眠
っ
た
ま
ま
話
し
ま
す

⓲
ベ
ン
チ
も
こ
れ
の
一
種

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
２
年
10
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
９
月
号
の
答
〉

　

メ
イ
ゲ
ツ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
本
の
こ
と
。
電
子
―
―

❹
釣
っ
た
魚
を
入
れ
て
お
く
籠

❻
今
日
の
―
―
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ス

テ
ー
キ
で
す

❼
漢
字
で
は
秋
刀
魚
と
書
く
青
魚

❽
こ
こ
か
ら
ぼ
た
餅
が
落
ち
て
き
た

ら
ラ
ッ
キ
ー
？

❿
牛
の
頭
に
生
え
て
い
ま
す

⓫
こ
の
下
駄
箱
は
―
―
だ
か
ら
動
か

せ
ま
せ
ん

⓭
ド
リ
ル
で
開
け
る
も
の

⓮
焼
き
肉
を
漬
け
た
り
か
ば
焼
き
に

塗
っ
た
り

⓰
う
わ
さ
が
広
ま
る
と
き
に
付
き
や

す
い

⓱
10
月
10
日
は
目
の
―
―
デ
ー
で
す

⓳
や
ぼ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⓴
腰
を
ひ
ね
る
よ
う
に
し
て
踊
る
ダ

ン
ス

☆
８
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
10
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
を
お
贈

り
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
７
月
、
わ
が
家
に
生
後
２
ヶ
月
の
子
猫
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
女
の
子
で
、

名
前
は
「
し
ろ
あ
ん
」
で
す
。
毎
日
家
の
中
か
ら
窓
の
外
を
眺
め
て
は
、
昼
は
庭
に

や
っ
て
く
る
小
鳥
や
虫
た
ち
を
追
い
か
け
、
夜
は
カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
夜
空
を
見

上
げ
輝
く
星
や
月
を
み
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
の
年
な
ら
秋
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご

し
て
い
た
私
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
。
静
か
な
秋
は
猫
と
と
も
に
ふ
け
て
ゆ
き
ま
す
。

Ｍ
・
Ｙ

編
集
後
記

☆
松
井　
政
信
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
倉
川　
清
美
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
柿
沼
英
一
朗
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
渡
邉　
久
雄
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
市
川
千
代
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
谷
川
常
五
郎
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
小
堀　
道
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
赤
荻　
三
男
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
橋
本　
幸
夫
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
丸
山
由
美
子
さ
ま
（
大
利
根
）
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